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公共図書館の情報資産

資料活用資料選定

1. はじめに

　近年の小中学校施設は、オープンスペースや地域住民の活動拠
点スペースを備えたもの、公共施設等と施設複合化したものな
ど、様々な試みや提案がなされた特色ある空間整備がますます進
んでいる。これらの傾向は、教育活動・方法の多様化や地域社会
との連携を図っていくための基礎として、新たな学校施設像が構
築されている動きと捉えられる。
　一方で、高齢世代の増加に伴ない、今後更なる生涯学習活動の
ための施設整備が必要とされる現状がある。文部省答申　におい
ても、地域コミュニティの拠点としての学校の活用、学校教育と
地域コミュニティの連携、等が述べられており、空間利用にとど
まらない新たな地域と学校教育との付き合い方が求められてい
る状況にある。

2. 計画の背景

2-1. 課題探求型学習と学社融合の必要性

　今日の変化の激しい社会に対応していくことを目的として、学
校教育は従来の「教わる学習」だけではなく「自ら学ぶ学習」が求
められるようになった。また、そうした学習環境を整備するため
には学校設備の充実とともに、「学校・地域社会・家庭」での教育
が充分に連携し、相互補完しつつ、一体となって営まれることが
重要であるとされている。
　学校と地域との連携については、これまで、学校施設の地域開
放や、公立小・中学校と地域施設の機能複合化における空間の相
互利用などの様々な試みの中で「保護者・地域住民との連携に基
づく学校像の創出」が取り組まれてきた。しかし、実際には学校時
間外での施設開放や、イベントとしての相互交流にとどまるな
ど、必ずしも充分なものとは言えず、その活性度には各地域や学
校により大きな格差が生じているのが現状である。今後は公立

小・中学校が一地域施設として、日常的に地域住民が活動するこ
とのできる場となることが望まれている。
2-2. 学校施設の複合化

　近年、「学校施設の複合化」の事例が増しつつある。その背景に
は、児童・生徒数の減少による学校再構成、学校統廃合の顕在化、
生涯学習ニーズの高揚に伴う社会教育、社会体育施設群の拡充の
必要性、高齢社会に向けた福祉施設ニーズの高まり、などの要因
があると考えられる。すなわち、学校施設計画側からの提起とい
うよりも、むしろこうした社会的要因、要請の中で学校複合化が
進展しつつあると見ることもできる。しかし逆に、学校と地域公
共施設との複合化には、今まで個別的、独立的に考えられてきた
学校教育と生涯学習との連携を図り施設機能を高度化する効果
や、外部に対して閉鎖的であった公立学校を地域社会に対して開
いていく契機を与える効果、なども期待されているといえる。

2-3. 公共図書館の変革

　これからの図書館には、従来のような住民の読書を支援するだ
けでなく、地域の課題解決に向けた取組みに必要な資料や情報を
提供し、住民が日常生活をおくる上での問題解決に必要な資料や
情報を提供するなど、地域や住民の課題解決を支援する機能の充
実が求められる。課題解決支援機能を充実させるためには、地域
問題の調査・分析、資料の収集などの研究機能の充実と、貸出・
リクエストサービスのほか、専門性の高いレファレンスサービス
の充実が必要となる。

3. 計画の目的

3-1. 地域活動と学校教育活動の融合

　各地で行われている住民主体の地域活動は土着性の高い地域
資源であると考えられる。こうした地域活動が学校教育活動と融
合し、様々な活動が展開されることで学社が融合した　地域社会
を形成することを目指す。

3-2. 学校施設と公共図書館の一体的な利用

　公共図書館の資料やレファレンスなどによる各種公共サービ

地域学習拠点としてのラーニングセンターの設計
-公共図書館を複合した地域開放型小中一貫校の提案 -

M5008　　犬塚　指導：横河　健　　教

図1. 鳥瞰写真

図 2. 課題解決型公共図書館の情報提供イメー

*1. 文部省：「中央教育審議会　今後の地方教育行政のあり方について（答申）」　

*2. 学社融合とは学校教育と社会教育（生涯学習と狭義の同義語）がそれぞれの役割分
担を前提とした上で、そこから一歩進んで、学習の場や活動など両者の要素を部分的
に重ねあわせながら、一体となって子どもたちの教育に取り組んでいこうとする考え
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　品川区は小中一貫教育
を受けて、小中一貫校の
建設を行っている。その
先駆けとして平成１８年
度から小中一貫校日野学
園が開校した。今後も区
内に６校の小中一貫校の
建設を予定している。そ
の中の１校として大間窪
小学校と荏原第三中学校
を統合した荏原東地区小
中一貫校が（現）荏原第三中学校敷地に建設される。しかし、小中
一貫校建設によって生じる大間窪小学校跡地の活用方法は未定
となっているため、本計画ではこれら二つの敷地を計画敷地とし

表2. 資料計画表

図 3. 計画敷地周辺図

表 1. 各ブロックの区立図

図 5. 計画概要図

図 4. 小中一貫校６校構

*3. 原小学校は計画敷地から南に約 800mの距離にあり、西大井駅から徒歩 5分に位置する。
大井地区小中一貫校の開校によって平成 19年度以降廃校となるが、校舎は残されることが
決まっている。今後の使われ方はまだ決定していないため、ここでは仮校舎として使用する

*3
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図 6. 配置

図 7. 校舎棟配置ダイアグラ

図 8. ラーニングエリアの

図 9. 教室部平面

図 10. 社会教育活動スペースの構成と平面的位
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図 12. 構造計画
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